
は
じ
め
に
　
3

第
１

章
　
注

意

と

記

憶

の

バ

イ

ア

ス

―

チ
ェ
ン
ジ
・
ブ
ラ
イ
ン
ド
ネ
ス
と
虚
偽
の
記
憶
　
1
5

1・
1
　注
意
は
限
ら
れ
て
い
る
　
1
6
　
　
1・
2
　注
意
を
し
て
も
見
え
な
い
　
1
8

1・
3
　２
種
類
の
注
意
　
2
4
　
　
1・
4
　記
憶
の
バ
イ
ア
ス
、
改
変
　
2
7

1・
5
　目
撃
者
証
言
を
考
え
る
　
2
9
　
　
1・
6
　見
え
て
も
あ
る
と
は
限
ら
な
い
　
3
1

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
　
3
4



第
２

章
　
リ

ス

ク

認

知

に

潜

む

バ

イ

ア

ス

ー

利
用
可
能
性
ヒ
ュ
－

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
　
3
5

2・
1
　人
は
起
こ
り
や
す

さ
を
ど
う
推
定
す

る
か
　
3
6

2・
2
　少
な
い
こ
と
は
多

め
、
多

い
こ
と
は
少

な
め
　
3
8

2・
3
　リ

ハ
ー
サ
ル
効
果

と
利
用
可
能
性
ヒ
ュ
－

リ
ス
テ
ィ
ｯ
ク
の
起
源
　
4
1

2・
4
　メ
デ
ィ
ア
と
利
用
可
能
性

ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
　
4
4

2・
5
　記
憶
に
作
用

す
る
諸

々
の
要
因
　
5
1
　
　
2
・
6

ヒ
ュ
－

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
誤
作
動
と
逆
利
用
　
5
3

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
　
5
4

第
３

章
　
概

念

に

潜

む

バ

イ

ア

ス

ー

代

表
性

ヒ
ュ
－

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
　
5
7

3
・
1
　
連
言
錯
誤
　
5
8
　
　
3
・
2
　
概
念
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
　
6
2

3・
3
　カ
テ
ゴ
リ
－

化
を
支
え

る
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
　
6
4
　
　
3
・
4
　プ
ロ
ト
タ
イ
プ
は
ど
う
作
ら

れ
る
か
　
6
6

3・
5
　サ
ン
プ
リ

ン
グ
　
6
8
　
　
3・
6
　代
表
性
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ｯ

ク
　
7
0

3・
7
　社
会
的
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
　
7
2
　
　
3
・
8
　心
理

学
的
本
質
主
義
　
7
4

3
・
9
　
帰
属
と
対
応
バ
イ
ア
ス
　
7
5
　
　
3
・
1
0
　
代
表
例
が
役
立
つ
時
、
間
違
う
時
　
7
7

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
　
7
9

第
４

章
　
思

考

に

潜

む

バ

イ

ア

ス

ー

確
証

バ
イ
ア
ス
　
8
1

4・
1
　論
理
か
ら

の
逸
脱
～
４

枚
カ
ー
ド
問
題
　
8
2

4・
2
　確
証

バ
イ
ア
ス
～
２
－

４
－

６

の
後
に
は
何

が
続
く

か
　
8
4

4・
3
　第
一
印
象
　
8
7
　
　
4
・
4
　因

果
関

係
と
確
証

バ
イ
ア
ス
　
8
9

4・
5
　確
証

バ
イ
ア
ス
は
な
ぜ
生
ま
れ
る
か
　
9
1
　
　
4・
6
　仮
説
検
証
の
た
め
の
デ
ー
タ
選
択
　
9
3

4・
7
　初
歩
的
な
問
題
を
間
違

い
に
導
く
も
の
と
は
　
9
6

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
　
9
7
　
　
　
コ
ラ
ム

因
果
関
係
に
つ
い
て
の
バ
イ
ア
ス
　
9
8



第
５

章
　
自

己

決

定

と

い

う

バ

イ

ア

ス
　
1
0
3

5・
1
　欲
求
、
意
図
、
自
由
意
志
　
1
0
4
　
　
5・
2
　行
動

の
本
当

の
原
因
は
自
覚
で
き
な

い
　
1
0
6

5
・
3
　
伝
染
す
る
意
図
、
目
標
　
1
1
1
　
　
5
・
4
　
好
き
嫌
い
の
原
因
も
意
識
で
き
な
い
　
1
1
6

5・
5
　私
た
ち
は
脳
の
奴
隷
な
の
か
　
1
2
0
　
　
5・6
　現
代

の
無
意
識
研

究
　
1
2
3

5・
7
　人
は
な
ぜ
宇
宙
人

に
誘
拐

さ
れ

る
の
か
～
作
話
の
正
体
　
1
2
5

5・
8
　さ
ま
ざ
ま
な
因
果

と
そ

の
誤
用
　
1
2
8
　
　
5・
9
　意
志

と
行
動
、
そ
し
て
意
図

を
超
え
て
　
1
3
1

第
６

章
　

言
語

が

も

た

ら

す

バ

イ

ア

ス
　
1
3
7

6・
1
　言
語

の
も
た
ら
す
も
の
　
1
3
8
　
　
6・2
　言
語

は
記
憶

を
阻
害

す
る
　
1
4
2

6・
3
　言
語

は
思
考
を
停
滞

さ
せ
る
　
1
4
5
　
　
6・4
　言
語

は
絵

を
下

手
に
す

る
　
1
4
9

6・
5
　言
語
の
苦
手
科
目
　
1
5
3
　
　
6
・
6
　世
界
と
言
語
　
1
5
7

6・
7
　武
器
と
し
て
の
言
語
、
害
に
つ
な
が
る
言
語
　
1
6
2

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
　
1
6
3
　
　付

録
　
1
6
4

第
７

章
　
創

造

（

に

つ

い

て

）

の

バ

イ

ア

ス
　
1
6
5

7・
1
　創
造
を
阻
む
制
約
　
1
6
6
　
　
7・
2
　制
約
を
緩
和
す

る
多
様
性
　
1
7
0

7・
3
　制
約
を
緩
和
す

る
評
価
　
1
7
4
　
　
7・
4
　徐
々
に
ひ
ら

め
く
　
1
7
6

7・
5
　知
ら

な
い
う

ち
に
ひ
ら
め
く
　
1
7
8
　
　
7・6
　失
敗
が
見

方
の
変
化

を
促
す
　
1
8
2

7
．
7
　イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え

る
　
1
8
4
　
　
7・8
　創
造
の
女

神
が
微

笑
む
の
は
…
…
　
1
8
9

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
　
1
9
0



第
８

章
　
共

同

に

関

わ

る

バ

イ

ア

ス
　
1
9
3

8・
1
　集
合
知
を
ど
う
考
え
る
か
　
1
9
5
　
　
8・2
　同
調
～
右
へ
な
ら
う
心
　
1
9
9

8・
3
　共
同

を
阻

害
す
る
要
因
　
2
0
2
　
　
8・
4
　分

散
、
分
業

が
も
た
ら
す
も
の
　
2
0
4

8・
5
　共
感
と
い
う

バ
イ
ア
ス
　
2
1
0
　
　
8・6
　１

た
す
１
は
２

に
な
ら
な
い
時

に
起
こ
る
こ
と
　
2
1
3

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
　
2
1
5

第
９

章
「

認

知

バ

イ

ア

ス

」

と

い

う

バ

イ

ア

ス
　
2
1
7

9・
1
　二
重
過
程
理
論
の
問
題
　
2
1
9

9・
2
　直
感
の
方

が
う
ま
く

い
く
　
2
2
2
　
　
9・3
　認
知
の
文

脈
依
存

性
　
2
2
5

9・
4
　限
定

合
理

性
と
生
態
学
的
妥
当
性
　
2
3
0

9・
5
　心
理
実

験
の
ワ
ナ
１
～
別
の
問
題
を
解
い
て
し
ま
う
　
2
3
3

9・
6
　心
理
実
験
の
ワ
ナ
２

～
言
葉

の
裏
を
読
ん
で
し
ま
う
　
2
3
7

9・
7
　愚

か
さ
を
裏
側

か
ら
考
え
る
　
2
4
1
　
　
9・8
　修
繕
屋

と
し
て
の
知
性
　
2
4
4

9
・
9
　
現
代
社
会
と
バ
イ
ア
ス
　
2
4
7
　
　
9
・
1
0
　
人
の
知
性
．
そ
し
て
Ａ
Ⅰ
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
　
2
5
2

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
　
2
5
4

お
わ
り
に
―

結
局
、
人
は
賢
い
の
か
、
バ
カ
な
の
か
　
2
5
7

さ
く
い
ん
　
6
2
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